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充実 し た授 業 を 求 め て  

広島市数百センター所長  久保田  尚  

「ゆとりのある充実した学校生活」の実現を  

めざして，その学校の「創意工夫を凝らした  

教育課程」が，いよいよ 小学絞で実施の勺－  

を，中学校で移行期問の三年次を迎えた。  

「ゆとりと充実jの教育は，ある特定の時間  

や領域で特別の教育活動を実施すれば実現さ  

れるというものではない。子どもにとって学  

校における年活時間の基幹となる一時間一・一時  

間の授業を，「ゆとりと充実」のある姿に建て  

なおす営みをおろそかにしてはならない。   

授業においては，従来の考え方や指導法を  

惰性的イこ踏襲することなく，一方的な教師中  

心の授業から脱皮して，子どもの発想を大切  

にし．，能動的，二1二体的な学習活動を重視し，  

「、ナどもと教師との相互作用によって織りな  

される授業」を創りたい。そこでは，ゆとり  

と充実感のある授業が展開されるであろう。   

学習の過程においては，・f一どもが必要とす  

る時間の確保と，精選しノた質の「已1い内容の中  

で，子ども自身が我れを忘れて学や引こ没頭す  

るような場を設定し，戌就感，満足感の味わ  

える授業を創意し．たい。そこでは，一人一一人  

の学習意欲を喚起し充実感にひたらせる授業  

が展開され，子どもにとって太当の意味での  

「‾ゆとりと充実」が生まれるであろう。   

また，励まし，鍛え，耐えさせ，習得させ  

る克服の過程をたどりながら，努力の尊さ，  

学ぶ喜びを体得させたい。そこには，人間と  

しての高まるよろこびを人跡こした授業が在  

ると思う。   

学校における教育活動の効果的な展開は，  

学校や教師の創意工夫に委ねられておりその  

質的責任は弔い。学校は，個々の教師の創意  

と全教師の総力を結集してそれに応えなけれ  

ばならない。教帥は，日々の実践を厳しく問  

い向し新鮮な感覚と弾力的な発想に基づいて  

授業の改善充実を匪らなければならない。   

学校教育への期待ほ，教師への期待とほと  

んど同一視され，親心も子どもたちの願いも  

教育指導の実質をよく果たす教師－「よい  

教帥」を求めている。  

「常に学ぶ者は有能である」という。人間追  

求の営みとして，子どもも教師もともに学ぶ  

者であり，ともに伸びることに無上の楽しみ  

を見虻し，より充実した授業を求め創り出す  

教帥でありたい。   



80 年 代 の 教 育  

広島大学教授   新 堀 通 也   

私ども広島大学教育社会学研究室が地域教育  

診断モデルの作成を目指して，県別教育の比較  

研究というプロジェクトに取り組んでから，す  

でに5年以上の年月が経過した。健康や性格の  

診断はすでに医学や心理学が長い間，取り上げ  

ているし，組織の診断は経営学が行いっつある。  
これと同じように地域の教育のどこに特徴や問  
題があるかを診断する科学的努力が必要でほな  

いかと，私どもは考えたのである。比較教育学  

という学問分野があり，国を単位として比較を  
行い，それぞれの国の教育の特徴を明らかにし  

ようとしているが，もっと小さな地域を単付と  
した比較を行うことができるにちがいない。こ  

うした考えに立って，私どもは差し当って県を  

比較の単位として取り上げ，各県の特徴や問題  

点を全国的な視野から客観的に明らかにしよう  
としたのである。   

私どもほまず体育・スポーツ，次に社会教育，  

そして最後に学校教育の県別比較を行い，それ  

を順次，新堀通也編『日本の教育地凶 【 県別  

教育診断の試み」】（ぎょうせい）と題する3冊  

の大部な書物の形で発表してきた。（「体育・  

スポーツ編」昭48，「社会教台編」昭50，  

「学校教育編」昭55）その詳細についてここ  

で紳介する余裕はもちろんないが，私どもは学  

校教育を扱うに及んで，教育病理という概念と  
視点が不可欠だと認めるに至った。   

学校数肯は義務化，準義務化するにつれて，  

ますます全国・律の基準に従わざるをえない。  
義務教育では子どもは校区に1つしかない学校  

に通うことを強制されるのだから，学校差をな  

くすことが子どもにヤ等な教育を保障すること  
になる。ある地域の小学校ほ6年制だのに，他  

の地域では4年制だとか，ある地域の中学校で  

は世界史を教えるのに，他の地域では教えない  
などということがあっては，早い話，転校にせ  

よ進学にせよ，大きな不平等が生じることにな  

る。こうして学校教育は義務化するにつれて，  
学校差，地域差が減少する。県を単位にしてみ  

ても，学校の制度はほとんど全く同一となる。   

ところがまさに学校差や地域差がなくなると  

いう，その傾向のために，学校にはいろいろな  

問題が生じる。どの地域のどの学校でも，同じ  
基準に基づいて同じような教育を行うので，地  

域や子どもの多様な個性に対応した教育が困難  

となり 学校に不適応や敵意を示す子どもが多  

くなる。そこで学校教育の県別特性は，こうし  

た問題状況にこそ最も端的に見出されるにちが  

いない。この問題状況を私どもは教育病理とい  

う概念でとらえ，その科学的研究として教育病  

理学を提唱，構想するに至ったのである。   

詳細については上記『日本の教育地図（学校  

教育編）』のはか，私の著書『現代日本の教育  

病理』（ぎょうせい，昭51），『教育の県別  
診断』（大阪教育図書，昭52），『教育病理  

の分析と処方箋』（教育開発研究所，昭52）  
などを見てもらうはかないが，私は教育病理を  

大きく3つに分類する01つは黎百埠嘩琴であ  
って，低学九 登校拒否，勉強ぎらい，学校ぎ  

らい，無気力，家出，自殺，非行，暴力など，  
個々のナどもや教育現場に現われる病理症状を  

いう。第2は病理的教育と名付けられ，教育そ ●●●●●  

のものが病理的であり不健全である場合を指寸二  

教育的病理の原因を探ってみると，学校教育第  
十1二義，受験準備数百，つめ込み教育，教育課  

程の過密，「知育」偏重など，教育自体に問題  

がある場合が少なくない0第3を嘩年埠孝百噂  

理と名付ける。一札 健康そのものとみえる人 ●  
に重大な病気が潜伏している場合があるように，  

何ら「用題がないとみられている「優等仕」の中  
に，実は車人な病理がひそかに進行している場  

合がある。すなおで成績もよい「優等生」がか  

えって独立ノ亡＼のない利己モ義者になりつつある  

とすれば，それは電人な潜在的教育病彗の一例  

である。潜在的教育病理は病理と臼覚されない  

だけに厄介である。   

70咋代，それま下の高度成長がもたらした  

各樺のひずみに対する深刻な反省が起こったが，  

そのノ父君は教育にも及ふようになった。数百に  
キける高度成長は進学率の「．昇と教育課程の肥  

大化に象徴されたが，それは各種の教育病理を  

深刻化，多党化せしめずにはいなかった。その  
ため学校数百至ヒし義に対する反省が起こり，  

生涯教育の理念が世界的に承認されるようにな  

った。80年代は恐らくこの理念をどう具休化  

するかという諜題をもつ時代であるといってよ  

い。上に挙げたようないろいろな種類の教育病  

理の解決は，それに悩む子ども，親，教師にと  

って緊急であるとともに，広く社会の将来にと  

っても必要であるが，その解決は単に学校教育  
の改革だけでは期待し難い。家庭教育や社会教  

育，さらには社会的風潮やマスコミなど，広狭  

向義の学校外教育全体の理解と協力が必要であ  
り，それこそ生涯数台が求めるところである。  

ー2一   



教 師 の 研 修 に つ い て   

なじまない。教員免許状を収得しているものの  

多い今日，教師たる所以は現在教職にあるとい  

うことだけであってはなるまい。望ましい教師  

の資質についての調査において，人格・特性や  

指導力に関する向を生徒は強く求めている。真  

に専門職にふさわしい教師に要求されるものは，  

それぞれの教科についての実力・学識とともに，  

子どもたちの諸特性についての理解と指導力や  

学習指導の改善，教育課程の編成等についての  

不断の自」研鋳であろう。   

教育課程審議会答申は，教育課程の蒐準の改  

善の関連事項として，実際に指導する教員の資  

質能力に負うところが大きいとして教員の研修  

の充実による指導力の向上を求めている。教育  

課程の厳準の改善のねらいとしている「］ら考え  

正．しく判断できる力をもつ児蘇生徒を育成し，  

創造的な知性と技能をひとりひとりの児竜隼徒  

の申に育てるためには，教師がまずそれらの能  

力を臼身の中に育てなければならない。また，  

各学校における自発的な創意を牛かした教育活  

動の展開も，教師の資質能力・指導力の向．トに  

まつところが人きい。   

広島「トも政令指定都市移キJ▲にともない，教職  

員の研修を広島巾で実施することになる。研究  

研修事業を行うことにより，教育関係職員の資  

質の向上一を匪lり，広島市教育の進展をめざして  

設＼1され仁広島市教市センターの使命と去務は  

人きなものがあるといわねばならない。研修事  

業への積極的な参加を磨くお願いする。  

物から心の時代への転換とか，条件整備から  

内実の拡充へということもいわれてきている。  

さらに，1980年代は教師の時代ということもい  

われている。これらが単に，低成長時代だから  

教育や文化が求められ，それを担うのが教師だ  

からという風には受けとめたくない。   

どのような職業であれ，その職責を全うする  

ためには絶えざる研究と修養が必要である。特  

に現代社会にあっては，これまでの蓄積のみで  

は新車態に対処することは困難であろう。人は  

学ぶ動物といわれるが，その最たるものが人の  

師としての教師でなければならない。人間を教  

え百てるのは人にしかできないことである。f、  

どもをして学び学ばせる立場にあるものとして  

教師白身が学ぶことへのモラールをもち，R己  

形成への努力を怠ってはならない。子どもたち  

の臼は厳しい。f一どもや親の教師への信頼の源  

泉は，不断の研究による専門的知識や技能の充  

実とともに，数百者としての使命感，教市愛，  

教肯的信条，人間性など人間教師としての資質  

♂）向上をめぎす修養ではなかろうか。苦から良  

く学ぶ者のみが良く教えることができるといわ  

れるように，日々の教育実践についての研修こ  

そが教師を教師たらしめる最も大切な営みとい  

えるのではなかろうか。   

ttみだりに人の帥となるなかれl－という聖賢  

の教えがあるが，特に今日教帥として生き，教  

師として一生を貫くことは確かにむずかしい。  

教育という仕事のむずかしさやその深遠さを臼  

覚しながら，その克服に努めるところに教帥の  

使命としての研修がある。教師は数百という仕  

事のプロでなければならない。そのためには，  

研究・研修を自らのものとして認識しているこ  

とが必要であり，日常の教市実践に課題点識を  

いだきながら工夫を加え，それを研修によって  

高め合っていく不断の努力が重ねられなければ  

ならない。   

教師が専門職といわれだして久しい。しかし  

教職の専門性ということについて，一般に理解  

されているとは言い難い。学校という組織体の  

中で，学習指導要領があり，教科書と教科書会  

社の指導書に沿って授業していればいいという  

実態があるとするならば専門職ということばは  教育関係職員研修講座   
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昭和55年度 研修事業について  

1 事業の方針  

教育についての理論と実践に関する研究と→休化した研修事業を行うことにより，本巾教育  

関係職員の資質の向上を図る。  

2 事業の内容   

（1）学校教育の進展を図るための基本的，専門的及び技術的事項に関する研修を行う。   

（2）社会教育の振興充実を図るための農本的，専門的及び技術的事項に関する研修を行う。   

（3）教育の当面する課題の解決をめざす教育内寄や方法に関する研修を行う。  

3 事業の運営   

（1）研究事業との一体的関係において進める。   

（2）学校や教育関係機関等との連携を密にして研修を進める。   

（3）研修事業は，研修講座と研究講座に分けて行う。（次ページからの講座一覧表参照）  

ア 研修講座 （54講座）  

（ア）F言己のとおり区分し，1～6R問実施するもの  

0 鹿本研修  

新才采用教員研修講座  

数 肯 講 碓  

教 養 講 座  

管理職研修講座  

社会教育研修講座  

0 専門研修  

教科指導講座  

実験実技講座  

教育機器技は講座  

管理職研修講座  

社会教育研修講座  

（イ）講座内容は長期展望に立って，休系的・計画的に組繊し，年次的に充実・深化するよ  

うに努める。運営は講義，協議，実験，実習等多様な方法で行う。  

イ 研究講座 （20講座）  

教育に関する実践的ニ仁題を設定して，数百センターにおいて年間5†＝＝こ分けて研修L，  

その他の期間は継続的に口己研究を行うもの  

4 事業の実施   

（1）講座開始時刻は，原則として，学校の授二業F1．に′実施するものは午後2咋，一学校レ）夏季休業  

中に実施するものは午前9時30分（実験実技講習会はノ†一・前9けキ）上する。  

なお，開始時刻を特別に設定するものについては，別途連絡する。   

（2）会場は，広島市教育センターを原則とする。  

なお，実験実技講習会ほ，学校等において実施する。   

t3）講座案内は，実施期日によって前期・中期・後別の3［口］に分けて行う。   

（4）講座への参加申し込みは，3期それぞれの申し込み期［1までに，各講座ごとの「参加申込  

書」によって，所属長の承認を得て行うものとする。  

・ 研究講座の申し込みは，この講座が年間5［司にわた一）て継続的に研究的収り組みを行う  

ものであるので，前期に年間を見通して行うこと。  

・ 参加承諾書は，原則として発行しないこと。  

・ 新採用教員及び管理職対象の講座についての申し込みは必要としないこと。  
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昭和55年度 広島市教育センター研修・研究講座一覧  

薯尊   講   座   名   内   容  実施期日   対  象   

小学校学級経営講座   題 学級経営の基本鮎至芸鮎 7／22～24  小学校新採用教員   

小学校新採用教員   

3  中・高等学校   学級 中・高等学校   
経営講座   

2   

小学校学習指導講座  学習指導における理論と実際  新採用教員   

4   
中●高等鞘 教科指導にお 7／28～30  中・高等学校   

指導講座   新採用教員   

墓量的事項と実際 小学校教員   

生徒理解における理論と実際  8／11′－12   中・高等学校教員   

6      中●高等茎鮎導講座            7  ‖ ”   ちえ遅れの子どもの指導と評価       8／4～5   小・中学校特殊学級  
担当教員，希望者  

幼児  

臼 8  幼稚園教育講座  
7／29～30  幼稚園教員   

同和教育の推進上の課題と   
8／21～22   

－  小・中・高等学校  

幼稚園教員  

9  学校同和教育講座  

その実践  

11／中   
等学校   

H 10  教 養 講座   広島市における社会教育の  現状とその課題  5／8～9   社会教育関係職員   

12   社会教育研修講座 2  社竺撃浣宕崖至蜃訂  6／11～13  社会教育関係職員   

1／22～23  
3  社会教育研修講座3 社会教育研修講座4  

～   

14  

1  ＋   
社会教育関係職員  

中学校国語科指導講座  8／4～5   
広島市における社会教育活動   ′刀あり方  2／20      国語科の基本的事項の究明  

．膵校相当数員   

＋   中学校担当教員  

1G  座  ≡科 

17   
8／4  中学校担当教員  

18  
中学校外語英語科における内 

讐庸駕窪 導 
8／4～5  中学校担当教員  

▼   

ト」＼湖南   斥‾3前の詣右前示 
8／1ト12   

19 20   
′ト学校理科  

題材の教材研究と′実技   
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